
グラフ凡例
当該病院値（当該値）

類似病院平均値（平均値）

平成28年度全国平均

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

37,752,628平均値 64.2 63.3 69.6 69.2 69.7平均値 48.3 48.0 52.2 52.4 52.5

当該値 25.9 27.8 57.3 61.8 18.4

H28 H24 H25

当該値 14,416,412 14,851,437当該値 36.7 38.7 75.2 78.6 36.2

H26 H27 H28

〇病床利用率は、なかなか70%を超えることがで
きなかったが、平成27年度末で結核病床を一般病
床化したことにより、平成28年度は病床利用率が
上昇しており、このまま維持していきたい。
〇平成28年11月に新病院が開院し、最新の医療機
器を導入したことで、より高度で新たな治療が行
えるようになったこと、平成29年4月から産婦人
科を設置することにより、外来患者･入院患者の
増加が見込まれるが、利用の推移が把握できない
ため、状況を検証しながら健全な運営を行ってい
きたい。H24 H25 H26 H27 H28 H24 H25 H26 H27

15,083,146 15,318,186 55,133,497

「施設全体の減価償却の状況」 「機械備品の減価償却の状況」 「建設投資の状況」

平均値 33,366,030 34,139,294 35,115,689 35,730,958

全体総括

平均値 19.2 19.3 18.9 19.0 18.7平均値 60.6 61.2 62.1 62.5 63.4

11.9当該値 58.9 59.5 64.8 59.8 60.2

平均値 31,111

当該値 14.0 13.8当該値 9,080 8,915 8,946 9,777 10,20937,033 36,806 12.7 12.4当該値 34,316

「収益の効率性①」 「収益の効率性②」 「費用の効率性①」 「費用の効率性②」

2. 老朽化の状況

平均値 9,205 9,437 9,726 10,037 9,97632,532 33,492

2. 老朽化の状況について

〇有形固定資産減価償却率・機械備品減価償却率
　平成28年11月の新病院完成及びそれに伴う機器
の更新を行ったため、資産の帳簿価格が増加した
ことにより、当該数値が大幅に減少している。
〇1床当たり有形固定資産
　平成28年度に新病院建築工事が完了したため、
固定資産額が増額し、当該数値の増加となった。

H24 H25 H26 H27 H28 H24 H25 H26 H28 H24 H25 H26 H27 H28H27 H28 H24 H25 H26 H27

31,585 32,431

67.9 69.8

「経常損益」 「医業損益」 「累積欠損」 「施設の効率性」

117.7 121.0 112.9 118.9 119.5 平均値87.7 86.6 85.4 85.3 84.2 平均値 68.5 68.3

35,339 36,825

69.7 72.0

平均値 97.1 96.3 96.9 98.3 96.7 平均値

該当数値なし 該当数値なし 該当数値なし 当該値 71.3 69.093.7 97.6 94.9 当該値 該当数値なし 該当数値なし

69.0

当該値 104.2 101.9 99.5 104.0 103.6 当該値 97.4 98.4

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

〇経常収支比率　単年度収支は、黒字を確保して
いる。また、施設更新等に充てる資金も確保でき
ている。
〇医業収支比率　病院の医業活動の費用に対する
医業収益の割合は、類似病院平均値を上回ってい
る。
〇病床利用率　類似病院平均値は概ね上回ってい
るが、新公立病院改革ガイドラインの3年連続
70％未満を辛うじて達成している状況である。
〇入院、外来患者1人1日あたり収益　当年度は入
院・外来ともに、類似病院平均値を上回ることが
できたため、引き続き維持できるよう努めたい。
〇職員給与費、材料費対医業収益比率　医業収益
中の職員給与費・薬品等材料費の占める割合は、
類似病院平均を下回っているため、引き続き適正
な職員配置・薬品等の購入に努める。

H24 H25 H26 H27 H28 H24 H25 H28H27 H28 H24 H25 H26 H27H26 H27 H28 H24 H25 H26

65.5

186

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
Ⅰ 地域において担っている役割

1. 経営の健全性・効率性 〇救急医療の提供　重症患者の救急搬送受入。休
日及び夜間における入院治療を必要とする重症救
急患者の受入。
〇へき地における医療の提供　へき地医療拠点病
院として、市内の公立診療所への医師等の派遣。
〇小児医療の提供　恵那市で唯一の小児の入院機
能を有する専門医療機関。
〇地域医療を担う人材育成　臨床研修医協力施設
として研修医、看護学生、医療技術学生の研修受
入指導の実施。

51,667 30,063 非該当 ７：１ 186 -

【】

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 看護配置 稼働病床（一般） 稼働病床（療養） 稼働病床（一般＋療養）

許可病床（合計） －

指定管理者(代行制) 20 対象 ド 訓 救 へ 輪 - - 199

- - ■

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症）

当然財務 病院事業 一般病院 100床以上～200床未満 非設置 199

経営比較分析表（平成28年度決算）
岐阜県恵那市　市立恵那病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核）

62.0

64.0

66.0

68.0

70.0

72.0

74.0

④病床利用率(％) 
【74.2】 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

120.0

140.0

③累積欠損金比率(％) 
【63.6】 

75.0

80.0

85.0

90.0

95.0

100.0

②医業収支比率(％) 
【89.5】 

92.0

94.0

96.0

98.0

100.0

102.0

104.0

106.0

①経常収支比率(％) 
【98.4】 
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①有形固定資産減価償却率(％) 
【50.7】 
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②機械備品減価償却率(％) 
【65.7】 
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③１床当たり有形固定資産(円) 
【44,050,160】 
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⑧材料費対医業収益比率(％) 
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⑦職員給与費対医業収益比率(％) 
【55.2】 
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⑥外来患者１人１日当たり収益(円) 
【13,758】 
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⑤入院患者１人１日当たり収益(円) 
【49,667】 


